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そういや、以前そんな話を聞いたっけ。うーん、今になって何か心にひっかかるなあ。
そこでぼくたちはスカラビ博物館を出ると、すぐさまフォーサイドの博物館ヘテレポート!
「おや、君たちは以前も来たことがある……。そうか、そんなに私が見つけたとんでもない
物が見たいのか。その熱意、私がヴィーナスちゃんによせる気持ちにどこか似てるなあ」
例の不気味な学芸員さんが、ぼくらを見かけると声をかけてきた。
ヴィーナスちゃん……ああ、トポロ劇場に出ているアイドルのことか
…27ヘ●なければ57
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ぼくはそのまま家に帰り、朝を待ってママに旅立たねばならないことを告げた。
「ママはすべてわかってるつもりよ。あ、それから、パパがネスの銀行口座に30ドル振り
込んでおいてくれたって。何かあったらキャッシュカードで引き出すようにですって」
ママはそう言うと、ニッコリ笑ってぼくを送りだしてくれた。ぼくは、妹のトレーシーと
犬のチビに別れを告げて、家をあとにした。
犬のチビに別れを告げて、家をあとにした。65

